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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒と空気との間で熱交換を行なう熱交換器と、
　前記熱交換器に空気を送る送風装置と、
　前記熱交換器および送風装置を収容した筐体と、
　を具備した空気調和機であって、
　前記送風装置は、回転軸を有するとともに、当該回転軸の軸方向に離れた第１の端部お
よび第２の端部を有するファンモータと；当該ファンモータの前記回転軸に同軸状に固定
され、前記回転軸に追従して回転するファンと；当該ファンを収容するとともに、当該フ
ァンから吹き出す空気を前記熱交換器に向けて案内するファンケースと；前記ファンモー
タの前記第１の端部および前記第２の端部に連結された一対のアーム部及び当該アーム部
の間に跨るように前記回転軸の軸方向に延びるとともに、前記ファンケースに連結された
棒状部を有する連結具と；を含み、
　前記連結具を介して前記ファンモータと前記ファンケースとの間が一体的に連結され、
　前記筐体は、前記熱交換器が収容された熱交換室と；前記送風装置が収容された送風室
と；前記熱交換室と前記送風室との間を仕切る仕切り板と；を有し
　前記ファンモータを前記送風室に据え付けるモータ固定装置をさらに備え、当該モータ
固定装置は、前記送風室に配置されたモータ支持台と；当該モータ支持台に取り付けられ
、前記ファンモータの前記第１の端部および前記第２の端部を受け止める一対の支持部を
有するモータベースと；当該モータベースの前記支持部と協働して前記モータの前記第１
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の端部および前記第２の端部を挟み込んで保持する一対の固定具と；を含み、
　前記連結具の前記アーム部が前記固定具に連結された
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　前記固定具は、一対のバンド部に分割され、前記バンド部の一端が前記モータベースの
前記支持部に係止されているとともに、前記バンド部の他端が締結具により互いに連結さ
れたことを特徴とする請求項１に記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記連結具の前記アーム部が前記締結具を介して前記固定具に共締めされたことを特徴
とする請求項２に記載の空気調和機。
【請求項４】
　筐体と、
　前記筐体に支持され、回転軸を有するとともに、当該回転軸の軸方向に離れた第１の端
部および第２の端部を有するファンモータと、
　前記ファンモータの前記回転軸に同軸状に固定され、前記回転軸に追従して回転するフ
ァンと、
　前記筐体に支持され、前記ファンを収容したファンケースと、
　前記ファンモータの前記第１の端部および前記第２の端部に連結された一対のアーム部
と、当該アーム部の間に跨るように前記回転軸の軸方向に延びるとともに、前記ファンケ
ースに連結された棒状部と、を有する連結具と、
　を具備し、
　前記連結具を介して前記ファンモータと前記ファンケースとの間が一体的に連結され、
　前記ファンモータを支持するモータ固定装置をさらに備え、当該モータ固定装置は、前
記筐体に支持されたモータ支持台と；当該モータ支持台に取り付けられ、前記ファンモー
タの前記第１の端部および前記第２の端部を受け止める一対の支持部を有するモータベー
スと；当該モータベースの前記支持部と協働して前記モータの前記第１の端部および前記
第２の端部を挟み込んで保持する一対の固定具と；含み、
　前記連結具の前記アーム部が前記固定具に連結された
　ことを特徴とする送風装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、熱交換器に空気を送る送風装置を備えた空気調和機および多翼フ
ァンを有する送風装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　天井裏の梁等から吊り下げられた室内ユニットを有する空気調和機では、室内ユニット
の内部が熱交換室と送風室とに仕切られている。熱交換室には、冷媒と空気との間で熱交
換を行なう熱交換器が配置されている。送風室には、熱交換器に空気を送る送風装置が配
置されている。
【０００３】
　送風装置は、ファンモータと、ファンモータの回転軸に同軸状に固定された多翼ファン
と、多翼ファンを収容したファンケースと、を備えている。ファンケースは、多翼ファン
から吹き出す空気を熱交換器に向けて案内する要素であって、ファンモータと共に室内ユ
ニットの外郭を規定する筐体に支持されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１６４０７３号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　多翼ファンを有する送風装置では、例えば製造過程で発生する多翼ファンの重心のアン
バランスや運転中のファンモータの振動等を要因として、特定の回転域でファンケースお
よび筐体が共振し合い、騒音を発することがある。
【０００６】
　この騒音対策としては、従来では、ファンケースおよび筐体を構成する金属板の板厚を
増したり、ファンケースを補強することが行われているが、十分な効果を得られていない
のが現状である。
【０００７】
　本発明の目的は、ファンケースおよび筐体の振動を効果的に抑制でき、騒音を低減でき
る空気調和機および送風装置を得ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　実施形態によれば、空気調和機は、熱交換器と、当該熱交換器に空気を送る送風装置と
、前記熱交換器および前記送風装置を収容した筐体と、モータ固定装置と、を備えている
。前記送風装置は、ファンモータ、ファン、ファンケースおよび連結具を有する。前記フ
ァンモータは、回転軸を有するとともに、当該回転軸の軸方向に離れた第１の端部および
第２の端部を有する。前記ファンは、前記ファンモータの前記回転軸に同軸状に固定され
、当該回転軸に追従して回転する。前記ファンケースは、前記ファンを収容するとともに
、前記ファンから吹き出す空気を前記熱交換器に向けて案内する。前記連結具は、前記フ
ァンモータの前記第１の端部および前記第２の端部に連結された一対のアーム部と、当該
アーム部の間に跨るように前記回転軸の軸方向に延びるとともに、前記ファンケースに連
結された棒状部と、を有し、当該連結具を介して前記ファンモータと前記ファンケースと
の間が一体的に連結されている。前記筐体は、前記熱交換器が収容された熱交換室と、前
記送風装置が収容された送風室と、前記熱交換室と前記送風室との間を仕切る仕切り板と
、を有する。前記モータ固定装置は、前記ファンモータを前記送風室に据え付けるもので
、前記送風室に配置されたモータ支持台と、当該モータ支持台に取り付けられ、前記ファ
ンモータの前記第１の端部および前記第２の端部を受け止める一対の支持部を有するモー
タベースと、当該モータベースの前記支持部と協働して前記モータの前記第１の端部およ
び前記第２の端部を挟み込んで保持する一対の固定具と、含み、前記連結具の前記アーム
部が前記固定具に連結されている。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、第１の実施形態において、空気調和機の室内ユニットを天井裏に据え付
けた状態を概略的に示す側面図である。
【図２】図２は、第１の実施形態に係る室内ユニットを送風室の側から見た斜視図である
。
【図３】図３は、第１の実施形態に係る室内ユニットを熱交換室の側から見た斜視図であ
る。
【図４】図４は、第１の実施形態に係る室内ユニットの断面図である。
【図５】図５は、第１の実施形態の室内ユニットに適用される送風装置の斜視図である。
【図６】図６は、第１の実施形態の室内ユニットに適用される送風装置の正面図である。
【図７】図７は、図６のＦ７－Ｆ７線に沿う断面図である。
【図８】図８は、図６のＦ８－Ｆ８線に沿う断面図である。
【図９】図９は、連結具と固定金具との位置関係を示す斜視図である。
【図１０】図１０は、第２の実施形態に係る室内ユニットの斜視図である。
【図１１】図１１は、第２の実施形態の室内ユニットに適用される送風装置の斜視図であ
る。
【発明を実施するための形態】



(4) JP 6572382 B2 2019.9.11

10

20

30

40

50

【００１０】
［第１の実施形態］
　以下、第１の実施形態について図１ないし図９を参照して説明する。
【００１１】
　図１は、空気調和機の室内ユニットを天井裏に据え付けた状態を概略的に示す側面図、
図２および図３は、夫々室内ユニットの斜視図、図４は、室内ユニットの断面図である。
【００１２】
　図１に示すように、室内ユニット１は、例えば建屋の天井裏に据え付けられている。本
実施形態において、天井裏とは建屋の梁２と天井板３との間に規定された天井空間４のこ
とを指している。
【００１３】
　図２および図３に示すように、室内ユニット１は、四角い偏平な箱形の要素であって、
奥行き寸法Ｄ、幅寸法Ｗおよび厚さ寸法Ｈを有している。室内ユニット１の奥行き寸法Ｄ
は、幅寸法Ｗよりも小さい。室内ユニット１の厚さ寸法Ｈは、奥行き寸法Ｄおよび幅寸法
Ｗよりも十分に小さい。
【００１４】
　室内ユニット１は、筐体５を備えている。筐体５は、例えば板金材のような薄肉な金属
板で構成され、室内ユニット１の外郭を規定している。筐体５は、天板６、底板７、第１
の側板８、第２の側板９および仕切り板１０を主要な要素として備えている。
【００１５】
　天板６および底板７は、水平方向に延びているとともに、筐体５の厚さ方向に互いに間
隔を存して向かい合っている。本実施形態によると、底板７は、第１の板部７ａと第２の
板部７ｂとに二分割されている。第１の板部７ａおよび第２の板部７ｂは、夫々筐体５の
奥行き方向に沿う長さが室内ユニット１の奥行き寸法Ｄの半分程度に設定されている。
【００１６】
　第１の側板８および第２の側板９は、天板６と底板７との間に跨るように起立している
とともに、筐体５の幅方向に間隔を存して向かい合っている。
【００１７】
　図２に示すように、天板６、底板７、第１の側板８および第２の側板９は、筐体５の奥
行き方向に沿う一端に吸込口１２を規定している。吸込口１２は、筐体５の幅方向に沿う
細長い開口形状を有している。吸込口１２は、図示しないフィルタを介して図１に示す吸
込みダクト１３に接続されている。
【００１８】
　図３に示すように、天板６、底板７、第１の側板８および第２の側板９は、筐体５の奥
行き方向に沿う他端に吹出口１４を規定している。吹出口１４は、筐体５の幅方向に沿う
細長い開口形状を有している。吹出口１４は、吸込口１２の反対側で図１に示す吹出しダ
クト１５に接続されている。
【００１９】
　図４に示すように、仕切り板１０は、筐体５の内部を熱交換室１６と送風室１７との二
室に区画している。熱交換室１６は、筐体５の吹出口１４に通じている。送風室１７は、
筐体５の吸込口１２に通じている。
【００２０】
　熱交換室１６に面した天板６の内面は、例えば発泡スチロールのような断熱材１８で覆
われている。同様に、熱交換室１６に面した第２の側板９の内面は、図示しない他の断熱
材で覆われている。
【００２１】
　第２の側板９に隣接した熱交換室１６の端部に機械室１９が形成されている。機械室１
９は、熱交換室１６から隔てられた独立した室であり、当該機械室１９に図示しないドレ
ンポンプ、冷媒分配器および複数の冷媒配管のような冷凍サイクル機器が収容されている
。
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【００２２】
　さらに、筐体５の四つの角部に吊り金具２０が固定されている。吊り金具２０は、筐体
５の四つの角部から筐体５の四方に向けて水平に張り出しており、当該吊り金具２０に建
屋の梁２から下向きに延びた四本の吊りボルト２１の下端部が連結されている。
【００２３】
　したがって、筐体５は、吊りボルト２１を介して建屋の梁２から吊り下げられている。
【００２４】
　図３および図４に示すように、熱交換器２２およびドレンパン２３が筐体５の熱交換室
１６に収容されている。熱交換器２２は、筐体５の幅方向に延びている。ドレンパン２３
は、例えば発泡スチロールのような断熱材で構成されている。ドレンパン２３は、熱交換
器２２から滴下するドレン水を受け止めるように熱交換器２２を下方から支えているとと
もに、断熱材１８と協働して熱交換器２２を取り囲んでいる。さらに、ドレンパン２３の
下面は、底板７の第２の板部７ｂによって覆われている。
【００２５】
　図４に最もよく示されるように、本実施形態の熱交換器２２は、第１の熱交換ユニット
２４、第２の熱交換ユニット２５および第３の熱交換ユニット２６を備えている。第１な
いし第３の熱交換ユニット２４，２５，２６は、互いに独立した要素であって、予め決め
られた三次元的な立体形状に組み合わされている。
【００２６】
　第１ないし第３の熱交換ユニット２４，２５，２６は、夫々複数の細長い板状のフィン
２７と、冷媒が流れる複数本の伝熱管２８と、を備えている。フィン２７は、筐体５の幅
方向に互いに間隔を存して配列されている。伝熱管２８は、隣り合うフィン２７の間を連
続して貫通することで、フィン２７と一体化されている。
【００２７】
　第１の熱交換ユニット２４は、熱交換室１６の上部に位置されている。第１の熱交換ユ
ニット２４は、仕切り板１０から筐体５の吹出口１４に向けて筐体５の奥行き方向に延び
ているとともに、吹出口１４に近づくに従いやや下向きに傾斜されている。
【００２８】
　第２の熱交換ユニット２５は、熱交換室１６の底部に位置され、第１の熱交換ユニット
２４に対し筐体５の厚さ方向に離れている。第２の熱交換ユニット２５は、仕切り板１０
から筐体５の吹出口１４に向けて筐体５の奥行き方向に延びているとともに、吹出口１４
に近づくに従いやや上向きに傾斜されている。このため、第１の熱交換ユニット２４およ
び第２の熱交換ユニット２５は、夫々仕切り板１０よりも吹出口１４の側に位置された一
端を有している。
【００２９】
　第３の熱交換ユニット２６は、第１の熱交換ユニット２４の一端と第２の熱交換ユニッ
ト２５の一端との間に介在されている。第３の熱交換ユニット２６は、仕切り板１０と向
かい合うように起立されているとともに、第１の熱交換ユニット２４の一端の方向に進む
に従い仕切り板１０に近づくように傾いている。
【００３０】
　したがって、本実施形態では、第１ないし第３の熱交換ユニット２４，２５，２６は、
筐体５を側方から見た時に、仕切り板１０に向けて拡開するような形状に組み合わされて
いる。
【００３１】
　図２、図４ないし図６に示すように、送風装置３１が送風室１７に収容されている。送
風装置３１は、ファンモータ３２、第１のファンユニット３３ａおよび第２のファンユニ
ット３３ｂを主要な要素として備えている。
【００３２】
　ファンモータ３２は、固定子および回転子を収容した円筒状のモータハウジング３５と
、モータハウジング３５に同軸状に支持された回転軸３６と、を備えている。モータハウ
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ジング３５は、第１のボス部３７ａおよび第２のボス部３７ｂを有している。
【００３３】
　第１のボス部３７ａは、第１の端部の一例であって、モータハウシング３５の軸方向に
沿う一方の端面から突出されている。第２のボス部３７ｂは、第２の端部の一例であって
、モータハウシング３５の軸方向に沿う他方の端面から突出されている。本実施形態によ
ると、第１のボス部３７ａおよび第２のボス部３７ｂの外周面の上に円環状の防振ゴム３
８が同軸状に嵌合されている。
【００３４】
　回転軸３６は、第１の軸部３９ａおよび第２の軸部３９ｂを有している。第１の軸部３
９ａおよび第２の軸部３９ｂは、互いに同軸状に配置されている。第１の軸部３９ａは、
第１のボス部３７ａを貫通してモータハウジング３５の外に突出されている。第２の軸部
３９ｂは、第２のボス部３７ｂを貫通してモータハウジング３５の外に突出されている。
このため、モータハウシング３５の第１のボス部３７ａおよび第２のボス部３７ｂは、回
転軸３６の軸方向に互いに離れている。
【００３５】
　第１のファンユニット３３ａおよび第２のファンユニット３３ｂは、ファンモータ３２
を間に挟んで向かい合うように互いに間隔を存して配置されている。第１のファンユニッ
ト３３ａおよび第２のファンユニット３３ｂは、互いに共通の構成を有している。このた
め、本実施形態では、第１のファンユニット３３ａを代表して説明し、第２のファンユニ
ット３３ｂについては同一の参照符号を付して、その説明を省略する。
【００３６】
　図２および図５に示すように、第１のファンユニット３３ａは、円筒状の多翼ファン４
０およびファンケース４１を備えている。多翼ファン４０は、回転軸３６に追従して回転
するように第１の軸部３９ａの先端部に同軸状に取り付けられている。多翼ファン４０が
回転すると、多翼ファン４０は軸方向から空気を吸い込むとともに、吸い込んだ空気を加
圧して多翼ファン４０の外周部から周方向に吐き出す。
【００３７】
　ファンケース４１は、例えば板金材のような薄肉な金属板で構成されている。ファンケ
ース４１は、多翼ファン４０を収容したケース本体４２と、ケース本体４２に設けられた
ノズル部４３と、を備えている。
【００３８】
　ケース本体４２は、多翼ファン４０の外周部に沿うように湾曲された外周壁４４と、多
翼ファン４０の軸方向に沿う両側に位置された一対の端壁４５ａ，４５ｂと、を有してい
る。端壁４５ａ，４５ｂは、夫々円形の吸気孔４６を有している。回転軸３６の第１の軸
部３９ａは、一方の端壁４５ａの吸気孔４６を貫通している。
【００３９】
　図４に示すように、ファンケース４１のノズル部４３は、ケース本体４２から筐体５の
仕切り板１０に向けて突出されている。ノズル部４３の先端は、仕切り板１０を貫通して
熱交換室１６に開口されているとともに、熱交換器２２と向かい合っている。
【００４０】
　第２のファンユニット３３ｂでは、多翼ファン４０が回転軸３６の第２の軸部３９ｂの
先端部に同軸状に取り付けられている。その他のファンケース４１に関する事項は、第１
のファンユニット３３ａと同様である。
【００４１】
　そのため、多翼ファン４０が回転すると、吸気孔４６を通じて多翼ファン４０の内側に
空気が吸い込まれる。多翼ファン４０に吸い込まれた空気は、多翼ファン４０の外周部か
ら周方向に沿って吐出されるとともに、ノズル部４３から熱交換器２２に向けて送風され
るようになっている。
【００４２】
　図５ないし図９に示すように、ファンモータ３２は、モータ固定装置５０を介して送風
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室１７に据え付けられている。モータ固定装置５０は、モータ支持台５１、モータベース
５２および一対のモータバンド５３ａ，５３ｂを主要な要素として備えている。
【００４３】
　モータ支持台５１は、例えば板金材のような薄肉な金属板で構成され、第１のファンユ
ニット３３ａと第２のファンユニット３３ｂとの間に位置されている。モータ支持台５１
は、フラットな支持面５５と、一対のフランジ部５６ａ，５６ｂと、を有している。
【００４４】
　支持面５５は、送風室１７内で垂直に起立されている。一方のフランジ部５６ａは、モ
ータ支持台５１の一側縁から第１のファンユニット３３ａに向けて張り出している。他方
のフランジ部５６ｂは、モータ支持台５１の他側縁から第２のファンユニット３３ｂに向
けて張り出している。
【００４５】
　一対のフランジ部５６ａ，５６ｂは、送風室１７に露出された仕切り板１０にボルトお
よびナットのような複数の締結具を介して固定されている。このため、モータ支持台５１
は仕切り板１０に支持されている。
【００４６】
　フランジ部５６ａ，５６ｂの先端縁部には、夫々仕切り板１０から遠ざかる方向に直角
に折り返された取り付け片５７が形成されている。取り付け片５７は、ファンケース４１
の端壁４５ａにボルトおよびナットのような複数の締結具を介して連結されている。
【００４７】
　さらに、ファンケース４１の端壁４５ｂにブラケット５９が取り付けられている。ブラ
ケット５９は、送風室１７に露出された仕切り板１０にボルトおよびナットのような複数
の締結具を介して直接固定されている。
【００４８】
　この結果、第１のファンユニット３３ａのファンケース４１および第２のファンユニッ
ト３３ｂのファンケース４１は、夫々仕切り板１０に支持されている。
【００４９】
　ファン固定装置５０のモータベース５２は、例えば板金材のような薄肉な金属板で構成
されている。モータベース５２は、基板部６１および一対の支持部６２ａ，６２ｂを備え
ている。
【００５０】
　基板部６１は、フラットな四角い板状の要素であって、その四隅がボルトおよびナット
のような複数の締結具を介してモータ支持台５１の支持面５５に固定されている。
【００５１】
　一方の支持部６２ａは、支持面５５から遠ざかるように基板部６１の一側縁から直角に
折り返されている。同様に、他方の支持部６２ｂは、支持面５５から遠ざかるように基板
部６１の他側縁から直角に折り返されている。したがって、一対の支持部６２ａ，６２ｂ
は、筐体５の幅方向に互いに間隔を存して平行に配置されているとともに、送風室１７内
で起立している。
【００５２】
　一対の支持部６２ａ，６２ｂの高さ方向に沿う中央部に夫々モータ受け部６３が形成さ
れている。モータ受け部６３は、モータ支持台５１から遠ざかる方向に張り出している。
モータ受け部６３は、円弧状に湾曲された凹部６４と、モータ受け部６３の先端から凹部
６４の上方に向けて突出する第１の爪部６５と、モータ受け部６３の先端から凹部６４の
下方に向けて突出する第２の爪部６６と、を備えている。
【００５３】
　モータ受け部６３の凹部６４は、ファンモータ３２の防振ゴム３８を受け止める要素で
ある。本実施形態では、ファンモータ３２の第１のボス部３７ａに対応した防振ゴム３８
が一方の支持部６２ａの凹部６４に嵌り込み、第２のボス部３７ｂに対応した防振ゴム３
８が他方の支持部６２ｂの凹部６４に嵌り込んでいる。
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【００５４】
　モータバンド５３ａ，５３ｂは、固定具の一例であって、互いに共通の構成を有してい
る。そのため、本実施形態では、一方のモータバンド５３ａを代表して説明する。モータ
バンド５３ａは、例えば板金材のような薄肉な金属板で構成されているとともに、第１の
バンド部６８ａおよび第２のバンド部６８ｂの二つの要素に分割されている。
【００５５】
　図７ないし図９に示されるように、第１のバンド部６８ａおよび第２のバンド部６８ｂ
は、夫々防振ゴム３８の外周面に沿うように円弧状に湾曲されている。第１のバンド部６
８ａの一端に、モータ受け部６３の第１の爪部６５が取り外し可能に引っ掛かるスリット
６９が形成されている。第１のバンド部６８ａの他端には、防振ゴム３８から遠ざかる方
向に水平に張り出す連結部７０が形成されている。
【００５６】
　同様に、第２のバンド部６８ｂの一端に、モータ受け部６３の第２の爪部６６が取り外
し可能に引っ掛かるスリット７１が形成されている。第２のバンド部６８ｂの他端には、
防振ゴム３８から遠ざかる方向に水平に張り出す連結部７２が形成されている。
【００５７】
　第１のバンド部６８ａの連結部７０および第２のバンド部６８ｂの連結部７２は、互い
に重ね合わせた状態で締結具としてのボルト７３およびナット７４を介して結合されてい
る。モータバンド５３ａ，５３ｂは、支持部６２ａ，６２ｂの凹部６４と協働して防振ゴ
ム３８を挟み込んで保持している。
【００５８】
　したがって、ファンモータ３２は、防振ゴム３８を介してモータベース５２にラバーマ
ウントされ、当該防振ゴム３８がファンモータ３２の振動を吸収するようになっている。
【００５９】
　図５ないし図８に示すように、ファンモータ３２、第１のファンユニット３３ａおよび
第２のファンユニット３３ｂは、連結具８０を介して一体的に結合されている。連結具８
０は、例えば板金材のような薄肉な金属板で構成されている。
【００６０】
　連結具８０は、一対のアーム部８１ａ，８１ｂおよび真っ直ぐな棒状部８２を有する一
体構造物である。一方のアーム部８１ａの基端は、モータバンド５３ａを介してファンモ
ータ３２の第１のボス部３７ａに連結されている。他方のアーム部８１ｂの基端は、モー
タバンド５３ｂを介してファンモータ３２の第２のボス部３７ｂに連結されている。
【００６１】
　アーム部８１ａ，８１ｂの連結構造は互いに共通であるため、一方のアーム部８１ａを
代表して説明する。すなわち、図７ないし図９に示すように、アーム部８１ａの基端は、
モータバンド５３ａを構成する第２のバンド部６８ｂの連結部７２の下面にボルト７３を
介して共締めされている。
【００６２】
　このため、アーム部８１ａ，８１ｂは、モータベース５２の支持部６２ａ，６２ｂから
遠ざかる方向に互いに間隔を存して水平に延びており、当該アーム部８１ａ，８１ｂの間
にファンモータ３２が介在されている。
【００６３】
　棒状部８２は、アーム部８１ａ，８１ｂの先端の間に跨るようにファンモータ３２の回
転軸３６の軸方向に沿って水平に延びている。棒状部８２は、一方のアーム部８１ａより
も第１のファンユニット３３ａのファンケース４１に向けて延長された第１の延長部８２
ａと、他方のアーム部８１ｂよりも第２のファンユニット３３ｂのファンケース４１に向
けて延長された第２の延長部８２ｂと、を有している。
【００６４】
　さらに、第１の延長部８２ａおよび第２の延長部８２ｂを含む棒状部８２の長手方向に
沿う一側縁に上向きに直角に折り返された補強用のフランジ部８２ｃが形成されている。
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当該フランジ部８２ｃの存在により、棒状部８２の剛性が確保されている。
【００６５】
　第１の延長部８２ａの先端に下向きに直角に折り返された固定片８３ａが形成されてい
る。同様に、第２の延長部８２ｂの先端に下向きに直角に折り返された固定片８３ｂが形
成されている。
【００６６】
　棒状部８２の一方の固定片８３ａは、第１のファンユニット３３ａのファンケース４１
の端壁４５ａにボルト８４ａで連結されている。棒状部８２の他方の固定片８３ｂは、第
２のファンユニット３３ｂのファンケース４１の端壁４５ａにボルト８４ｂで連結されて
いる。
【００６７】
　このため、連結具８０の棒状部８２は、モータ支持台５１の反対側で第１のファンユニ
ット３３ａのファンケース４１と第２のファンユニット３３ｂのファンケース４１との間
を一体的に連結している。言い換えると、棒状部８２とモータベース５２との間にファン
モータ３２が位置され、当該ファンモータ３２がモータベース５２、連結具８０のアーム
部８１ａ，８１ｂおよび連結具８０の棒状部８２によって取り囲まれている。
【００６８】
　さらに、アーム部８１ａ，８１ｂおよび棒状部８２は、互いに協働してファンモータ３
２と第１のファンユニット３３ａのファンケース４１との間、およびファンモータ３２と
第２のファンユニット３３のファンケース４１ｂとの間を一体的に連結している。
【００６９】
　第１の実施形態によると、ファンモータ３２、第１のファンユニット３３ａのファンケ
ース４１および第２のファンユニット３３ｂのファンケース４１の間が、モータ支持台５
１の反対側で連結具８０を介して一体的に連結されている。このため、連結具８０を利用
して薄肉な金属板で構成されたファンケース４１の剛性を高めることができる。よって、
例えば製造過程で発生する多翼ファン４０の重心のアンバランスに伴う振動あるいはファ
ンモータ３２の運転に伴う振動がファンケース４１に伝わった場合でも、ファンケース４
１が振動し難くなる。
【００７０】
　しかも、連結具８０は、第１のファンユニット３３ａのファンケース４１と第２のファ
ンユニット３３のファンケース４１との間でファンモータ３２の回転軸３６の軸方向に延
びた棒状部８２を有している。これにより、ファンモータ３２の運転時に、例えばファン
モータ３２に回転軸３６の軸方向に沿う横揺れが生じた場合でも、ファンモータ３２の横
揺れを棒状部８２で抑え込むことができる。
【００７１】
　さらに、ファンケース４１の固有振動数が多翼ファン４０の回転数と一致した場合に生
じる共振状態において、ファンモータ３２とファンケース４１とが逆位相で振動するよう
なモードでは、ファンモータ３２とファンケース４１との間を連結具８０で連結すること
で、ファンケース４１の振動を打ち消すことが可能となる。
【００７２】
　この結果、ファンモータ３２に横揺れが発生するような固有振動モードにおいても、フ
ァンケース４１の共振を防止することができ、振動を要因とする騒音の発生を抑制して静
粛な運転が可能となる。
【００７３】
　加えて、第１の実施形態によると、連結具８０のアーム部８１ａ，８１ｂは、ボルト７
３およびナット７４を利用してモータバンド５３ａ，５３ｂに共締めされている。このた
め、連結具８０のアーム部８１ａ．８１ｂをファンモータ３２の第１のボス部３７ａおよ
び第２のボス部３７ｂに連結する専用のボルト類を省略することができる。
【００７４】
　よって、送風装置３１の部品点数を削減することができ、室内ユニット１のコストの低
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【００７５】
［第２の実施形態］
　図１０および図１１は、第２の実施形態を開示している。第２の実施形態は、送風装置
３１の構成が第１の実施形態と相違している。具体的に述べると、送風装置３１は、一台
のファンユニット９１を備えている。ファンユニット９１の構成は、第１の実施形態の第
１のファンユニット３３ａと同様であるため、第１のファンユニット３３ａと同一の参照
符号を付して、その説明を省略する。
【００７６】
　第２の実施形態によると、ファンモータ３２の回転軸３６は、モータハウジング３５の
第１の端部を貫通してモータハウジング３５の外に突出されている。多翼ファン４０は、
回転軸３６の突出端に同軸状に固定されている。このため、ファンユニット９１は、ファ
ンモータ３２の軸方向に沿う一方の側に位置されている。
【００７７】
　ファンモータ３２とファンユニット９１のファンケース４１との間を連結する連結具８
０にあっては、アーム部８１ａ，８１ｂの間に跨る棒状部８２の一方の端部のみがファン
ユニット９１に向けて延長され、当該棒状部８２の一方の端部に固定片９２が形成されて
いる。固定片９２は、ボルト９３を介してファンケース４１の端壁４５ａに連結されてい
る。
【００７８】
　このような第２の実施形態においても、連結具８０を利用して薄肉な金属板で構成され
たファンケース４１の剛性を高めることができる。それとともに、ファンモータ３２に回
転軸３６の軸方向に沿う横揺れが生じた場合でも、ファンモータ３２の横揺れを棒状部８
２で抑え込むことができる。
【００７９】
　したがって、第１の実施形態と同様に、ファンケース４１の共振を防止することができ
、振動を要因とする騒音の発生を抑制することができる。
【００８０】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００８１】
　４…筐体、２２…熱交換器、３１…送風装置、３２…ファンモータ、３６…回転軸、３
７ａ…第１の端部（第１のボス部）、３７ｂ…第２の端部（第２のボス部）、４０…ファ
ン（多翼ファン）、４１…ファンケース、８０…連結具、８１ａ，８１ｂ…アーム部、８
２…棒状部。
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